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原文「衣川の大人」 。 「大人」は「うし」と読み、人を尊敬して言う語。 『日本












































みずから筆頭弟子となり、飯田秀雄はじめ有志を勧めて入門させた。これを機に鳥取藩の国学は隆盛に向かった。 清貧に甘んじつつ、 教育には熱心に取り組んだ。著作として、 の啓蒙書『皇国明弁』 （文化十
（一八一三）
年）があり、衣川長秋の











穂津姫命」 （大國主神の后神。向かって右の御殿に鎮座）および「事代主神」 （大國主神の御子神。向かって左の御殿に鎮座） 。 （ 「美保神社略記」 ）⑧大神山 社　
原文「大神山」 。西伯郡大山町にある大神山神社奥宮を指す。祭神は「大己貴








原文「この二記」 。 「二記」の意味として、Ａ「日記」 （ 「二記」は「にっき」の
異表記とみる） 、Ｂ「二つの記録」の二通りが考えられる。Ａならば文献 しの 『やつれ蓑の日記』 を指し、 Ｂな ば 「やつれ蓑の日記」 （こたびの日 ） と 「雨滝紀行」 「美徳山紀行」 （さきの日記）の 種類の日記 こと る。いずれにしても、全体の序文中で 言及であるか 、語釈⑨ 三作品全体を指すものと思われる。⑪かなり　
原文「いさゝか」 。辞書的意味としては「少し、ちょっと ということになるが、
それだと本文献の内容が大したも ではないということ なり 序文 趣旨と矛盾する。ここは謙遜を装った誇りの表明 あると読みたい。現代語でも、 これはちょっとすごいよ」 どという場合 「ちょっと」は、必ずしも程度の小を意味しない。今後の検証を要するが、近世以降にこのような用法が現れた可能性を指摘しておく⑫古典　
原文「みやひこと」 。 「優雅（上品）な言葉 の意だが、ここでは和歌の言葉や
上代語も含めて考えたい。 それは、 本作品が比較的小規模であるにもかかわらず、三十首もの和歌を含むことと、意図的な上代語の使用 目立つこと よる。和歌を学ぶことと、 『古事記』をはじめと 上代の文献を学ぶことは この時期の国学の重要なテーマであった。
⑬手引き　
原文「たつき」 。序文には濁点が附刻されておらず、清濁は不明。本来は「た
づき」 であるが、 この時代には 「たづき」 「たつき」 「たつぎ」 の三様の語形があった。 （ 『日本国語大辞典』第二版「たずき【方便・活計】 」項）⑭加知弥神社　
鳥取市鹿野町にある。祭神は「彦火火出見命」 「鵜萱葺不合命」 「玉依姫命」 。















































































































































































































変化した語形。②田蓑・菅笠　『田蓑の日記』 の旅行の時に着て行った蓑笠。 『田蓑の日記』 の書名の由来となった。 本作品では、 続けてそれがひどく傷んでいることが述べられている （原文 「いたうやつれたれど」 ） が、 こ 本作品の書名の由来である。 和歌
1も併せて参照。
③例によって　『田蓑の日記』の旅行の時も、 「蓑笠とりきて。いたう人にもしらせず忍びやつして」 （語釈①参照）とある。雨でもないのに蓑笠を身につけ、人に知らせずひっそりと旅立つ、とい のが衣川長秋の好みだったか。あるい そのような旅装の先例に倣ったか。④出発する　原文「たちいづ」 。関
（一九七七）
によると、平安時代和文における複合動詞「立ち























原文「おひしかんとて。なきいさちたりし」 。 「おひしく（追及） 」 「なきいさち
る（泣哭） 」はともに上代語。　「おひしく」は「追いつく」意で、次の『古事記』や『万葉集』の例からは、憎悪や愛情の深さからくる追跡の激しさが読み取れる。　○




















 速須佐之男命、命させし国を治らずて 八拳ひげ心の前に至るまで、啼きいさちき。其の泣く状は、青山は枯山の如く泣き枯らし、河海は悉に泣き乾き。 是を以て悪しき神の音は狭蝿なす皆満ち、 萬の物の妖、 悉 発りき。 （ 『古事記』上）
　　
































の語が効いている。 叶うなら長生きをして元気に往来したいという和歌であるが、衣川長秋はこの後約三年で亡くなるのである。今回の旅行でも、次回を期すとして、行かない場所があったり会わない人がいたりするが、それらはどうなったのか気にかかるところである。⑪湖山村、伏野村、内海村　「湖山村」は現鳥取市西郊、湖山池の東北岸周辺。 「伏野村」は同じく西北岸周辺。 「内海村」は 現在 地名とし は白兎から内陸に
2㎞ほど入った辺りに「内


















































































の時間帯を等分に分割するため、 季節によって一刻 長さは変化する。 ここ は、日出 後、比較的すぐに出発し らしい。⑳海辺　
原文「海べた」 。上代語。
㉑宇谷、橋津、長瀬、由良宿　






































農民たちが慈雨だと喜んでいた、という箇所 ある（七月二十八日条） 。衣川長秋は、藩倉のある由良で昼食をとった時、まさに自分がいま食べている乾飯が、農民たちが去年作ったものだと うことを想起したことであろう。㉔田の稲　
































































































































































を示すことによって、 弟子の教育に供しようとしたものと考えられる。 その点で、語釈㉖と同趣旨 表現意図がはたらいていると思われる。（補注）　
本作品では、全体的に文章の時制が現在形を基本としている。執筆の実情とし
ては、夜、宿に着いてからその日 内容を書くか、旅行が終わって帰宅してからメモ類を元に書くか、のいずれかであろうが、文章 現在形を基本 して書かれている。これは、読者を作品世界に誘導し、あ かも作者と一緒 旅をし、景色を見 かのような臨場感を与えるため 技巧であろう。　




























 新日本海新聞社鳥取県大百科事典 集委員会編『鳥取県大百科事典』 、新日本海新聞社、一九八四
・中林保著『因幡・伯耆の町と街道』 、富士書店、一九九七・


























 『古事記』 『万葉集』 『土佐日記』 『和泉式部日記』 『桂園一枝』の本文は岩波日本古典文学大系による。ただし、読みやすさを優先して表記を改めた箇所がある。
